
長野大学リモート講義

「信州上田学Ｂ」 後学期

青年たちの手で学び舎をつくり、

文化的地域をつくってきた歴史に学ぶ

上田小県近現代史研究会 小平千文



講義を前に

• みなさんこんにちは。ご紹介にあずかりました小平千
文です。長野大学では、近現代史（日本史Ａ）と地域
史（日本史Ｂ）授業で14年ほどお世話になりました。今
回はリモート講義になりますが、よろしくお願いします。

• なによりもご入学おめでとうございます。

• 残念なことは、新型コロナウィルス感染により大学登
校ができていないようです。

• 願うことは、長野大学を抱える上田小県地域の青年
たちが、新しい文化や教育など文化的地域を産み出
し県内外に発信したその息吹(活動力)の歴史に学び、
新しい地域づくりの先頭に立っていただけることを願っ
ています。

• これからの話がその一助になれば幸いです。



本論に入る前に

これからお話したいことの骨格が、

1997年発行された『長野大学三十年誌』（以下、

『三十年誌』と略称）の冒頭の一節に要領よくま

とめられています。

少し長いですがそれを読みながら本論に入っ

ていきたいと思います。







『三十年誌』の弁

1 長野大学設立地域の特徴
• ・「信州の鎌倉」、「信州の学海なり」と呼ばれている地域

「日本遺産 レイラインがつなぐ『太陽と大地の聖地』 ～龍
• と生きるまち 信州上田・塩田平～」（2020.6.19 文化庁認定）
• (目的)文化財を積極的に活用して地域の活性化につなげる
•

• 2 近代の上田・小県地域の特徴
• 「大正デモクラシー運動の牙城（中心）」
• 青年たちが産み出したさまざまな事業
• (1) 『時報』(おらが村の新聞)の発行(1919・大正8.2～)
• (2) 児童自由画運動(1919.4.27-28)
• (3) 農民美術運動(1919.12.5)
• (4) 信濃黎明会(1920.10.2)
• (5) 信濃(上田)自由大学運動(1921.11.1～)

• 前半は（1）～（5）を、後半で信濃・上田自由大学を取り上げる



「信州の学海なり」

• 無関普門(むかんふもん)の業績の記録

• 「塩田は“信州の学海”といわれるところで、
勉強に志すものは、みなここにやってきた」

という意味のことが記されている(『信州の鎌

倉塩田平の文化と歴史』1983年)

• 「学海」とは、「勉めてやまず遂に研究を成就
すること」・「学問の広大なことを海にたとえた
語」(『広辞苑』)



１ 長野大学のあゆみ（54年間・半世紀余）

• 1９６６年(昭41)4月 本州大学として開学

• (塩田町の地域開発のための誘致)

• １９６７年 4月 本州女子短期大学開学

• １９７２年１２月 本州女子短期大学は上田女子短

• 期大学として分離

• １９７４年４月 長野大学に改称

• ２０１７年(平29)４月

• 公立大学法人長野大学発足



2 青年（若者）たちが産み出した

さまざまな事業

• (1) 『時報』(おらが村の新聞)の発行
• (『時報』発行の特徴)

• ・青年会・青年団が編集した

• ・村は印刷費等の補助はするが編集へ

• の口出しはしない

• ・1919・大正8.2『塩尻時報』の発行～

• ・1921.5.25創刊の『青木時報』は、各村の

• 『時報』発行に大きな影響を与えた。

• →「知る権利」の主張 編集長栗林一石路

• ・発行は、小県郡下全1市34町村で発行

• ・長野県１、全国１の発行数



『時報』(おらが村の新聞)の一例



『青木時報』創刊の辞



(2) 児童自由画運動(1919.4.27-28～)

・提唱者
画家の山本鼎(岡崎市 37歳)

主流であった臨画(手本を見て絵を
習う)教育に対して現在の絵画教育
＝自由画を提唱した

・自由画とは、
「児童自由画展覧会趣意書」

1919.3 →県内外に発展
・賛同・推進者
神川村の金井正(33歳)・

山越脩蔵(25歳)



金井正(1886-1955)



金井 正の書斎



山越脩蔵(１８９４－１９９０)



(1)児童自由画教育 １ 1919.4





手本 (3年生)



手本(3年生)



『新定画帖』(6年生)



第１回児童自由画展覧会入選作品
神川尋常高等小学校３年生 山越元浩



諏訪・岡谷にまで波及した児童自由画運動（平野尋常高等小学校5年生の作品 1933年ころ）



（3）農民美術運動 1919.12



• 提唱者 山本鼎

• 賛同・推進者 金井正、山越脩蔵

• 1919.11山本鼎・金井正連名で出された「農民美
術建業の趣意書」

• 1919.12.5 第１回講習会（神川尋常高等小学
校）

• 1人(中村 實〈実〉)からスタート

(第1期講習会修了者 男7人、女14人)

• 1921年「蒼い屋根の工房」→ 1923年日本農民
美術研究所を設立(大屋地籍 1939年閉鎖)



山本鼎のデッサンと講習会風景
長野県農民美術連合会 「山本鼎と農民美術」より



日本農民美術研究所と作品



(4)信濃黎明会 1920.10.2



小林泰一（1896～1929）、吉野作造（1873～1933）





• 東京帝大・新人会綱領（1918.12結成）

• 一、吾（わが）徒（かち）は世界の文化的大勢た
る人類解放の新気運に協調し之が促進に努む

• 一、吾徒は現代日本の合理的改造運動に従ふ

• 信濃黎明会の活動目標

• 一、普通選挙実現、清らかな選挙

• 一、軍備縮小



(5) 信濃(上田)自由大学運動
(1921.11.1～)

• 1 3期に分けられる運動の経過

• 1期 1921（大10）.11.1～ 1926.3.26

• 2期 1928（昭3）.3.14～1930.1.26

• 3期 1945（昭20）.12.27～1946.11.10

• 2 提唱・推進者 山越脩蔵

• 3 協力・推進者

• 土田杏村 金井正 猪坂直一



信濃自由大学提唱者山越脩蔵の思い
山越脩蔵「土田杏村の手紙と上田自由大学」

『信州白樺』NO.29 1978年



土田杏村(1891-1934)



土田杏村の考え









信濃（上田）自由大学第１回講義会場
伊勢宮神職合議所(上田市横町)



上田自由大学第1・２期の講座



聴講者職業別数



自由大学講義風景 高倉輝の文学論

自由大学講義風景 高倉輝の文学論



高倉テル講義 中沢鎌太筆記



中沢鎌太自由大学筆記
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「信濃自由大学の趣旨及内容」
大正12年10月



猪坂直一(1897-1986)



自由大学のひろがり









自由大学運動3羽烏
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